
推定第 1次 内裏東半地区発掘調査 (第 87次北・南)

平城官跡第 87次調査は 1975年 7月 2日 か ら同年 10月 2日 までと、 197

6年 1月 6日 か ら同年 3月 25日 までの両度 にわたり、推定第 1次 内裏の東北部お

よびそれに東接す る地域で実施 した。調査面積はおよそ 6230π (東 西 78駒 ・

南北 80乳 )で ある。

1 調査地区

推定第 1次 内裏は平城宮の中央北寄 りに位置し、その北半は宮内で も最 も高台

の好所を占める。今回の調査地区はその高台の東縁 にあた り、北は通称一条通、

東は歌姫街道に接す る。当調査部の地区割に従えば 6ABC― U-6ABC― V

・ 6ABP― A・ 6ABP― B地区である。調査区の西側は第 69次・ 72次調

査 として、一条通を隔てた北側 は第 7次調査 としてすでに発掘調査済であ る。

調査地の中央には南北に通 る一段の段差がみ られ、それを境にして西側一段高

い部分が 6ABP地 区、東側が 6ABC地 区である。 この段差は奈良時代の築地

位置を踏襲 した水田の畦畔であるが、築地の東半部 は水田造成時に削 りとられて

いた。

調査地区の上層は、上層を耕土・床上が一面に覆 う。床上の下層は 6ABC地

区と 6ABP地 区で若干様相が異 なる。 6ABC地 区西半では床上のす ぐ下に礫

を多 く含む地山がある。地山は東へ向か ってゆるやかな傾斜を もち、東半では地

山の下がりに応 じて次第に厚みを増す黄褐色粘質上の整地層がみ られた。 まだ東

半では地山の凹凸が激 しく、部分的な整地が行われている。 6ABP地 区南半で

は床上の下がす ぐ赤褐色粘質上の地山となるが、北半には地山の上 に敷 きつめた

灰褐色バラス混 りの整地層が残存 していた。 この整地層は厚 さ 1 0cη 前後で、南

へゆ くほど薄 くな り、南半 では全 く認め られな くなる。

2 遺 構

今回検出 した遺構は埠積の擁壁 ・築地回廊・築地 。建物・塀・門・溝 。暗渠等

で、 このうち建物・塀・門はすべて掘立柱を用いたものであ る。その他に瓦・土
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器などを合む 多 くの上壊がある。

A期 の遺構

この時期に属す る遺構には O積 の擁壁 1(SX6600)、 建物 2棟 (SB8

315・ 8330)、 門 1(SB8333)、 塀 3条 (SA3777・ 8229
。8231)、 溝 3条 (SD3715。 3790・ 8327)、 暗渠 2(SX83

07・ 8311)が ある。溝 SD8327と 塀 SA3777お よび建物 SB83

30に は重複関係があり、 A期 は少な くとも 2時期に細分で きる。

この時期には推定第 1次 内裏の東面は築地回廊あるいは塀で限 られる。その西

側は南面を高い博積の擁壁 SX6600に よって限 られる敷地が造成 され、東側

の発掘区東端 には北か ら南へ流れ る平城宮の基幹排水路 SD3715が 掘 られる。

基幹排水路に沿 っ土西岸には SB8315。 SB8330が 建つ。

博積の擁壁 SX6600は すでに第 69次調査で検出されており、今回はその

東延長部分を発掘 した。 南に向か ってゆるやかに下が る地山の南方を切 りとって

造成 した高い壇 で、現状で 1.7統 程の高 さを もつ。壇前面の壁に■を平積みに し

て化粧を施 している。壇の前縁は当調査地西南隅において斜'め に南方へ張 り出 し、

発掘区の南端 で再びわずかに北寄 りに振れて東へ延びることが確認 された。東方

への延長は発掘区外 となる。

今回の調査地区では SX6600の 壇上で A期 に属する建物 は検出されなかっ

た。壇の下は一面にバ ラスを厚 さ 12師程に敷 きつめている。

塀 (SA3777)は 発掘区中央を南北に通 る。 16間 分を検出 した。柱掘形

は一辺約 1.2陶 の方形で、一辺約 40側の正方形を呈す る柱痕跡を もつ ものがあ

った。 (こ の塀 は第 27次・ 41次調査で南方部分が検出されており、第 27次

調査 では角柱の柱根が出上 している。)柱間 は 155尺 等間であるが、北か ら 8

番 目の柱穴を欠 き、そ こでは柱間 31尺 となる。 またこの部分の東側 に 20尺隔

てて SA3777と 平行 に塀 SA8231が あ る。 5間 分が検出され、柱間は南

の 4間が 10尺等間、北 1間が 7尺 である。 SA3777の 柱間 31尺の ところ

は東面の出入口で、 SA8231は その 目隠塀 と想定 される。
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東面を画す る築地回廊は、その側柱の礎石跡が削平されていて検出できなかっ

たが、発掘区中央南端において西側雨落溝 SD3790を 検出 した。 SD379

0は 底にバ ラスを敷 きつめた溝で、発掘区南端か ら約 1197bの ところで南へ 1段

下がる。北方は 1097b程 の間に底のバ ラス敷 きの痕跡をの こすのみで、以北は削

平されている。溝には廃絶時に投げ込 まれたとみ られ る瓦片・凝灰岩片 。バラス

などがつ まっていた。 SD3790が 一段下が ったところか ら暗渠 SX8311

にようて築地回廊の基壇下を雨落溝 と直角に東方へ抜けた溝 SD8327が その

まま東へ流れ、基幹排水路 SD3715に 注 ぐ。

SX8311は 素掘 りで、幅 9 0cη の掘形を もつが、中央の幅 30側 の部分に

汚れた上がつ まっていて、木樋などの施設のあった可能性が強い。溝 SD832

7は 塀 SA3777の 住位置を通過 しているが、この部分は後世の溝によってす

でに削平されており、塀 との前後関係は不明であった。

これとは別に築地回廊には SX8311の 北方約 8向 の ところに盲暗渠 SX8

307が 設けられてい る。 SX8807は 幅約 80読 、深 さ 30印で地山を V字

状に切 り込み、バ ラスをつめたものである。

東面築地回廊には発掘区中央で門 SB8333が ひ らく。柱間 1間 。10尺で、

築地の一部を切 りとった簡単な門であろう。北側の柱穴は浅 く、 B期 の門 SB8

230の 柱穴によって切 られている。 この門 SB8333の 東側に築地回廊 と平

行 に塀 SA8229が ある。塀は 5間で、柱間は 8尺等間である。門 SB833

3に対応 しており、 目隠塀 と考え られ る。

溝 SD3715は 宮内の基幹排水路のひとつである。素餌 りの大溝で、発掘区

の東端部で検出 した。幅 3紀 前後、深さ 15阿 を測 る。 この溝は後の B期 ・ C期

において も改修されながら存続 している。

SD3715の 西岸 には SB8330が 建て られる。南北棟建物で、規模は桁

行 6間 。梁間 2間 、柱間は桁行が 10尺等間、梁間が 9尺 等間である。棟通 りに

は 2間 おきに間仕切の柱が立つ。 この建物の東側柱は後のSD3715改 修の際

に削 られて しまったらしく、部分的に しか検出できていない。 SB8330の 内
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部を溝 SD8327が 通過す るために両者は共存 し得ないが、柱穴 と溝 との重複

関係はな く、両者の前後関係 は不明である。 SB8330は B期 の建物 SB88

20と 重複関係があ り、 SB8320よ りも古い。建物 SB8315は SB83

30の 西北 にある南北棟建物で南妻柱筋が SB8330の 北妻柱筋に揃 う。 B期

の建物 SB8320の 廃絶時に掘 られたと思われる土城の下層で検出 した。建物

規模は桁行 3間 、梁間 2間 で、柱間は桁行、梁間 とも 5尺等間である。

期 遺  構 柱 間 数 備 考 期 遺  構 柱 間 数 備 考

A SB8315

8330
8333

SA3777
8229

8231

SD3715

3790

8327

SX8307
8311

3× 2

6× 2

1

14以上

5

4

間仕切

F]

目隠塀

基幹俳水路

築地 回廊雨落溝

盲暗渠

暗渠

C SB8218 A

32181B

8219

8222

8224
8300

8305

8310

8325

SA3819
6624

6629

8217

SD3715
6607

6631
8226

8227

8301

SX8309

5× 2

7× 4

6× 4

3以上 ×4

7× 2

3× 2

5× 2

12以上

16

11

隅欠四面廂

三面隅欠廂

東西廂

F日

南北妻に廂

東面築地

基幹排水路

築地雨落溝

雨落溝

暗渠

B SC5500
6670

SB8210

8215

8230

8240
8245

8302
8320

SD3715
6618
8211

8214

8216

16以上

3以上

6× 2

1× 2

5× 2

7× 3

2以上 × 2

7× 2

東面築地回廊

北面築地回廊

間仕切

F]

総柱

間仕切

基幹排水路

雨落溝

築地回廊雨落溝

D SB8234
SA8238

SD8237
8239

6× 2

28以 上

南妻に廂

第 2表 第87次 (北・南)調査遺構時期別表

―
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B期 の遺構

B期 の主 な遺構 には築地回廊 2棟 (SC5500・ 6670)、 門 1棟 (SB

8230)、 建物 6棟 (SB8210・ 8215・ 8240。 8245。 830

2・ 8320)、 溝 5条 (SD3715。 6618・ 8211・ 8214・ 821

6)が ある。建物・門・塀はすべて掘立柱を用いた ものである。 またB期 に属す

る建物はすべて南北棟で、柱間はどれ も10尺である。

この時期にはA期 のよ専積擁壁 SX6600は 埋立て られ、壇の前縁 は南方へ拡

張 され る。推定第 1次 内裏の東面と北面をめ ぐる築地回廊 SC5500。 SC6

670が 新たに建設 されて、築地回廊で囲われた区画内の壇上には 10尺方眼の

地割を基準 とす る整然 とした建物配置がみ られるようになる。東面の築地回廊の

東側 は幅 15駒 にわたって遺構がみ られず、 A期 か ら存続する基幹排水路 SD3

715の 西側に沿 って 2棟 の南北棟建物 SB8240・ SB8320が 建て られ

る。

築地回廊 SC6670は 発掘区北端部で、南側柱 と想定される 4個 の礎石抜取

跡を検出したのみである。 SC5500は 発掘区の中央を南北に通 りA期 の東面

築地回廊の位置に一致す る。西側は 16間分、東側はほとん ど削平されていたが、

発掘区南端で 1間分の側程礎石根石列を検 出 した。 このうち 1個 の礎石掘形が、

A期 の塀 SA3777の 柱掘形を切 り込んで掘 られている。回廊側柱の柱間は 1

3,3尺 強の等間で、あるいは 40尺 を 3等分 した可能性 もある。梁間は 2間 で、

柱間 12尺等間である。築地本体は削平 されており、検出で きなかった。

SC5500に は発掘区中央で門 SB8230が 設け られている。門の桁行は

1間で柱間 15尺、異間は、門の東半が削平されているが、 2間 で柱間 12尺等

間 と推定される。 この問は築地回廊 SC5500と 棟通 りを揃え、推定第 1次内

裏の中軸線か ら東へ 300尺 の位置にある。門 SB8230は また、北面築地回

廊の推定心か ら南へ 150尺 の位置にある。築地回廊 SC5500。 SC667

0に 囲まれた内側で、回廊雨落溝 SD8216。 SD8214を 検出 した。幅 4

0師、深 さ 1 0 cn程 の素掘 りの溝で、 2条 の溝は回廊の東北入隅部において合流
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し、東方へ流れ出る。 SD8216は 北方約 20統 を検出 したが、以南は削平さ

れていた。

築地回廊で画された内部で 4棟の建物を検出 した。北方で東西に 2棟並ぶ SB

8210。 SB8215は 桁行 6間・梁間 2間 の同規模・同形式を もつ。両建物

の棟通 りには北から 2番 目の柱筋に も柱が立 っていた。両建物 は第 69次調査で

検出されているSB6669の 北側柱筋に北妻を揃え る。 SB8215は 東面築

地回廊 SC5500の 心か ら 50尺の位置にあ り、 SB8210と は 20尺 の間

隔をあけて建つ。 SB8215の 南には 30尺の間隔をおいて建物 SB8245

が ある。 SB8245は SB8215と 東側柱筋を揃えてい る。桁行 7間 。梁間

3間 の総柱建物である。 SB8210。 SB8215・ SB8245に はその北

側 と東側を通 って、、素掘 りの雨落溝 SD6618と SD8211が L字型 にめ ぐ

る。 SB8245の さらに南方、 40尺 の間隔をおいて建物 SB8302が ある。

この建物は SB8245と 西側柱筋を揃えてい る。 SB8302は 南半を削平さ

れて しまって、北端の桁行 2間 分 しか検出で きなかった。梁間は 2間 である。

その他築地回廊の区画内では北辺に近 く、上羨 SK8212・ SK8213を

検出した。いずれ も深 さ 30m前 後で、少量の上器 。瓦片が出土 した。

東面築地回廊 SC5500の 東方、発掘区東端 に、基幹排水路 SD3715が

あり、この溝の西岸に沿 って南北に建物 SB8240と SB8320が 建て られ

ている。北側が SB8240で 、後述の C期 の溝 SD8227の 下層で検 出した。

桁行 5間 ・梁間 2間 である。柱掘形 は一辺 1.2η 前後の方形で、建物外方へ向か

って柱を抜いた跡がある。南側は SB8320で 、桁行 7間 。梁間 2間 である。

棟通 りの北か ら 4番 目の柱筋 に柱穴があり、建物を北 3間 と南 4間 に間仕切 って

いる。 この建物の西側柱の位置にあたって点 々と上装があ り、柱抜取後の柱穴の

くばみをゴ ミ捨場 として利用 した ものらしい。少量の上器 と比較的多量の瓦片が

出上 した。

C期 の遺構

C期 に属する遺構は建物 8棟 (SB8218-A・ 8218-B・ 8219・
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8222・ 8224・ 8300・ 8305。 8325)、 F日 1棟 (SB8310)

塀 3条 (SA6624・ 6629・ 8217)、 築地 1条 (SA3819)、 溝

6条 (SD3715・ 6607。 6631・ 8226・ 8227・ 8301)、

暗渠 2で ある。建物・門・塀はすべて掘立柱を用いていた。 C期には塀で仕切 ら

れた区画内の建物の建替えによって CI o C2の 二時期がある。

この時期には B期 の築地回廊 は築地に改修 され る。築地に囲まれた内部の東北

部 には塀 SA6629・ SA6624に よって囲い込まれた区画が形成 され、そ

れを塀 SA8217で 南北 2つ の区画に仕切 って、各々に 1棟ずつの建物を配す

る。区画の南側に も建物が配 される。

築地で囲まれた内部の排水は 2本の溝で東方の基幹排水路 SD3715に 流れ

込む。築地の外側、東方の排水路までの間は顕者な遺構が少 な く、基幹排水路に

近 くやや小規模 な建物 SB8325が み られ る。

築地 SA3819は 東面を画す る施設で、その中心線は B期 の東面築地回廊 S

C5500と 一致す る。築地本体は東半部がすでに削平されてお り、西半部で厚

さ 20師 前後の、流れ出 した築地積上の堆積を認めた。築地心か ら西へ 10尺の

ところには、 これ と併行する幅 30師、深 さ 10例程の素掘 りの雨落溝 SD82

26が ある。また SA3819に は、調査地区の南端で門 SB8310が ひらく。

SB8310は 南半が調査区外 にな り未発掘であるが、柱間寸法か らみて、桁行

3間・梁間 2間 の八脚門と推定される。柱間寸法は桁行北端間が 8尺、北か ら 2

間 目が 13尺 で、 ここを中央間 と推定 した。梁間は 9尺等間である。なお北辺を

限 る築地は一条通の下に想定 され るが、今回の調査では確認 していない。

築地に囲まれた内側の東北隅は塀 SA6624・ SA6629・ SA8217

によって仕切 られる。塀柱間はすべて 10尺等間である。 SA6629は 南北方

向の塀で、おそらく北端では北面築地にとりつ くと思われ、 16間南へのびて東

西方向の塀 SA6624に とりつ く。 SA6624の 西側は調査区外にのび、東

側はSA6629と の交点か ら 11間 のびて、東面築地 SA3819に とりつ く。

この築地 と塀で囲まれた区画はさ らに東西方向の塀 SA8217に よって南北二
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つの区画に等分される。 SA8219は 11間 で、西端 は塀 SA6629に 、東

端 は東面築地 SA3819に それぞれ とりつ く。 SA6624が 築地にとりつ く

ところでは、東端の柱 と築地 との間に凝灰石や河原石を敷 き並べているのがみ ら

れた。

南北の各区画には 1棟ずつの建物が配される。Ci期 には南の区画にSB821
9、 北の区画に SB8218-Aが 建てられ る。 SB8219は 桁行 5間・異間

2間 の東西棟建物で、柱間は桁行 。梁間 とも10尺等間。 SB8218-Aは 桁

行 5間・梁間 2間 の東西棟建物で、柱間寸法は桁行 9.5尺等間、梁間 10尺等間

である。 SB8218-Aは 、その後南へ 8尺 程ず らして、全 く同規模の建物 S

B8218-Bに 建て替え られ る。 SB8219。 sB8218-Aは 東面築地

か ら約 50尺 の間隔をおき、東側の妻柱筋をそろえて建て られる。 また SB82
19は 区画の南北中央に位置 し、建物の柱筋を塀 SA6629の 柱位置に一致 さ

せている。建て替え られた建物 SA8218-Bも やはりSA8219と 東妻を

揃え る。 このとき柱筋を塀 SA6629の 柱位置に一致 させ るようにする。

C2期 になるとこの区画内の建物 はSB8219が sB8224に 、 SB821
8-Bが SB8222に それぞれ建替え られ る。 SB8224は 桁行 5間 。10

尺等間、梁間 2間 ・10尺等間の身舎四面に、 12尺 の幅で隅欠 の廂 を もった東西

棟建物で、身舎 には間仕切がある。身舎の柱筋を周囲を画す る塀 SA6624・

SA6629・ SA8217の 柱位置に揃えている。 なお この建物の身舎東妻の

柱下には、根腐れ補修のためか、後に礎石が差 し込まれている。

SB8222は 桁行 5間 ・梁間 2間 の身舎の南・北 。西 3面 に 12尺幅の隅欠

廂を もつ。身舎の柱間寸法は前身建物の柱間を踏襲 しており、桁行 9.5尺等間、

梁間 10尺等間である。 SB8222は SB8224と 西の妻柱筋を揃える。 こ

の時期に SA6629か ら 10尺隔てた東側に平行 に、柱間 2間 の短かい塀が設

けられる。 これは 目隠塀 と考え られ、 SA6629の 柱間の うち SA6624か

ら北へ 6間 目とSA8217か ら北へ 6間 目にそれぞれ対応するので、 この柱間

が両区画の出入 口と想定 され る。
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塀で囲まれた区画の南には他に2棟 の建物、 SB8300と SB8305が あ

る。 SB8300は 調査地区の西南隅で検出 した。南北棟建物で東西 に廂を もつ。

南半が未発掘であるが、北半の桁行 3間分を検出 した。梁間は 4間 で、柱間は桁

行、梁間ともに 10尺等間である。建物の東側に沿 って北方の溝 SD6607か

ら南へ流れ出す浅い溝 SD830と があ り、これが建物の東側の ところで急に深

くなる。 SD8301は SB8300の 雨落溝を兼ねたものであろう。建物 SB

8305は SA6624の 南側にある東西棟で、桁行 7間 ・梁間 2間 、柱間は桁

行が 95尺等間、梁間が 8尺等間である。

築地に囲まれた区画内の排水は、東西に流れ る二条の排水溝 SD6607と S

D6631に よって処理 され る。 SD6631は 塀 SA8217の 北側 2乳 のと

ころを塀に沿 って東流 し、築地 SA3819の 雨落溝 SD8226に 合流 して約

10駒 南へ流れ、そこで再び東折 して築地の下を暗渠によって東側へ抜ける溝 S

D8227と な り、基幹排水路 SD3715に 注 ぐ。暗渠は凝灰岩切石を組んだ

もので、底石 と側石の一部が残存 していた。溝 SD8227の 築地東方約 15紀

の間はすでに削平 されていて検出で きなかった。 もう と条の溝 SD6607は 塀

SA6624の 南約 16向 のところを東流する。築地の西側では幅 lη 、深さ 1

0凱程で、中央の幅 40側 の部分がそれより 20m程 掘 りくばめられており、両

側 と中央の掘 りくぼめ られたところに玉石の抜取痕跡がある。築地部分では暗渠

SX8309で その下を抜け、その まま東流 して東方の基幹排水路 SD3715

に流れ込む。 SX8309に は玉石の抜取痕跡はみ られず、バラス・瓦片・土器

片を混 じた汚れた上がつ まっていた。 この部分に人頭大の河原石 3個 があるが、

後か ら投げ込 まれた ものである。 SD6607の 築地東側 1077bの 間はすでに削

1平 されていて検出で きなか った。またその東方 もわずかに溝底をとどめ るのみで、

玉石で組まれていたか どうかは不明である。

溝 SD6607と SD3715の 合流点に近 く、建物 SB8325が 建て られ

る。 SB8325は 南北棟建物で、桁行 3間 ・ 7尺 等間、梁間 2間 ・ 7尺等間の

身舎南北の妻狽1に 幅 10尺 の廂を付 した建物であ る。
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D期 の遺構

この時期に属する遺構には、建物 1棟 (SB8234)、 塀 1条 (SA823

8)、 溝 2条 (SD8237・ 8239)が ある。溝 SD8237、 SD823

9と 塀 SA8238は その位置関係か ら一連の遺構 と考え られる。

溝 SD8237と SD8239は 調査地区の東半を南北 に平行 して流れる。 S

D8237は 幅 lη 前後、深 さ約 30旬 、 SD8239は 幅 60師前後、深 さ約

15師、両溝の心 々距離は約 4.5駒 である。溝は素掘 りで、 この地区を東西に流

れ る溝 SD6607・ SD8227・ SD8327の どれよ りも新 しい。 溝 SD

8239は 浅いために、北部では削平されて、検出できなかった。 この 2条の溝

SD8237と SD8239に はさまれた部分の中央に、塀 SA8238が つ く

られ る。柱間は 9尽等間である。塀には発掘区南端で門がひ らく。門の柱間は南

側の柱穴の一部 しか検出 していないので確定できないが、およそ 18尺程になる。

溝 と塀 とによって画された東側、発掘区の中央に、南北椋建物 SB8234が

建て られている。桁行 6間・ 8尺等間、異間 2間 。7尺等間の建物で、南か ら 2

列 目の棟通 りに も柱が立つ。塀 SA8238と の距離は約 20尺である。

その他の遺構

発掘区西半 (6ABP地 区)で は C期 の建物 SB8224・ SB8229と 重

複 して、 SB8228が ある。柱穴の切合 いか らB期 よ りは新 しい。桁行 5間、

梁間 2間 の建物 とも考え られ るが、 C期の建物の足場穴の可能性 も残 る。

築地回廊 SC5500の 基壇上、門 SB8230の 南約 6紀 のところで、平瓦

を南北 1列 に敷 いた上 に丸瓦を伏せた遺構 SX8332を 検出 した。平瓦は 7枚 、

丸瓦は 6個残 っている。性格は不明である。

発掘区東半 (6ABC地 区)北端では、壁際で 5個 の柱穴 SB8236を 検出

した。第 7次調査 との関係で大規模な南北棟建物は考えに くい。東西棟の建物か

あるいは塀であろう。整地層か ら掘 り込 まれており、 また遺構の重複状況か ら、

C期 の可能性 が強い。

6ABC地 区の東半、基幹排水路 SD3715に 沿 った西側には、多数の上壊
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が掘 り込 まれていた。

3 遺 物

今回の発掘により出上 した遺物は瓦・鴬・土器・金属器がある。遺物について

は現在整理中であ り、 とくに調査中に気のついた範囲の記述にとどめる。

瓦 は型式の判明 した ものでは、当調査部の編年でい う第皿期 (天平 18年～天

平宝字初頭)に あたる奈良時代中頃の瓦が比較的多い。

嬉のほとんどはA期 の薄積の擁壁 SX6600の 前面か ら出上 した。 この中に

方形の痔が混ざっていたことは注 目される。 この簿は簿積擁壁の上縁 に用いられ

た ものか、あるいは壇の上面の舗装に使用 していた可能性 もある。

土器は土師器・須恵器の他、灰釉・緑釉陶器がみ られ、三彩を施 した鉄鉢の破

片 も出上 した。その他土馬 3点 が出上 している。全般的に見 ると奈良時代の末頃

と考え られる土器が多い。埓積擁壁 SX6600埋 立て時の整地上中か らは、SK

219の 遺物 と同時期 とみ られる土師器、杯 Aの破片が出土 している。

金属器では刀子・飾鋲・鉄釘 。銅釘・鉄針 と万年通宝 1点が出上 している。

4 まとめ

今回の調査によって推定第 1次 内裏の東北隅部分 と、それに東接する地区の様

相が明 らかにされた。

推定第 1次 内裏の郭内において、第 69次 ・ 72次調査の結果、A期 には壇上

の中心部に建つ基壇建物の存在が報告 されてい る。今回の調査地区内ではA期 の

建物の存在は認め られなか った。 B期 の建物は今回の調査で 7棟 を検出 した。そ

の建物皿置は、 10尺 方眼の基準地割を もつ整然 とした配置であ り、 10尺 等間

の建物が第 69次 ,72次 の調査で検出した中心部の建物 と柱筋を合わせて配置

されている。 C期 には前回の調査で も築地で囲まれた郭内中心部分の正殿の背後

に、塀によって囲い込まれた一画を検出したが、今回調査 した郭内の東北部分に

おいて も築地の東北入隅部を塀 によって囲い込み、南北に並ぶ 2つ の区画をつ く

って、その各 々に 1棟 ずつの建物を配する状況がみいだされた。 このような配置

は、古図にみる平安宮内裏東北隅部分の昭陽舎・淑景舎の品置に類似 しており、
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今後 この時期における推定第 1次 内裏地域の性格を知 る上に大きな手がか りとな

ろう。

各時期の年代は、 A期 が奈良時代前半、 B期 は奈良時代後半、 C期 は奈良時代

末以降にあて られ る。

今回検出 した東面築地回廊 SC5500の 桁行柱間は 13.3尺 強を計 り、 第

27次 ・ 41次調査の結果 とは異なる値を得た。今回の調査の所見か ら、当調査

地区に現存す る根石列によって復原 される築地回廊を B期 の造営に比定 したが、

築地回廊 についてはまだ多 くの問題を残 しており、今後の成果や他地区との比較

により検討 してゆかなければな らない。

また、第 69次調査で検出 したA期 の壇上の南縁にあたる博積擁壁 SX6600

は東 に直進せず、 今回の調査地の西端で斜め南方にまがることが判明 した。 こ

れによって、A期 の壇上敷地は、東西に袖を もつ空間であることが想定できる。

この擁壁 と東面を画す る築地回廊 SC5500、 あるいは塀 SA3777と のお

さまりについては今後の調査にまたねばな らない。

A
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第 3図 推定第 1次内裏遺構変遷図
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